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ークロマツのハタパザシ法について-

石
草

川
下

広隆(')

正夫(')

マツ類のさし木についてはすでに多くの研究がなされており，このことについての総合抄録もみうけら

れるが，筆者らの参考にした報告のなかでとくに重要なものについてのべてみる。

イ〉ハタバザシ(葉東挿〕法をつかった研究では THIMANN & DELISLE''' ，戸田山 19)2川町. JECKALEJS剖

らの報告が代表的なものであるが， THIMANN らのつかったストロープマヅは樹令3 年の母樹から採集し

たもので発根率 74 %. 80 年生では 3%という成績であった。戸田はアカマツ 1 年生で 35"'-'70 %, 7 年

生では 10 %程度の発根率を得ているが，その他の研究者の報告12) 山をみても親木の樹令が高くなるにし

たがって発根率が低下しているという結果が出ている。さらに根本的な問題としてハタバザシでは短枝上

の潜伏芽が伸びてこないのでサシホから成体を得ることがむずかしいとし、う欠点がある。 THIMANN らお

よび JECKALEJS は発根したハタバから確実に芽が伸長してきたという報告をしていないし，戸田刊は，

芽の伸長は非常にむずかしく親木の樹令が 3 年を越えているような場合にはせっかくハタバから発根しで

も芽の伸長したものは 1 例もなかったと述べているっすなわち，いままでの研究者の報告から判断すると

ハタパの発根には成功したが成体にならないうちに枯れてしまうからハタパザシ法は実際の役には立たな

いといえる。

ロ〉一方，日本産マツ類の 10 年生以上の親木から採ったふつうの校をさし木した場合(エダザシ〉に

ついて調べてみると多くの研究の中でi中村・遠山引の報告がただ一つの成功例といえる。これはアカマ Y

13 年生で 10"'-'30 %の発根率を得たものであるご しかし林木育種上実際に精英樹として選ばれたものは

30 年生以上のものが大半であるのでこの老令樹のさし木に成功しないかぎりマヅ類のさし木は現在未完

成であるといってさしっかえなし、。

筆者らは親木として樹令 12 年生のクロマツを選び，ハタバの潜伏芽をめざめさせ伸長させる方法を考

え，この啓発された芽5川引をもったハタバ (Plate 1 の A) をつかつて次にのベる試験を実行した。

材料と方法

サシホをとった親木は 12 年生のクロマツ(供試番号 1 号木〕で樹高 150cm. 根元直径 7cm， もとも

と交配試験用母樹として頂端を切除し樹高を低く仕立てたものであるつ短校の芽を啓発するために， 1957 

年春と夏の 2 固にわたり長授の先端から伸びてくる頂芽(ミドリ)をせん定ばさみて切り取った。この準

備作業の結果. 1956 年生の短授上に芽が伸長し 1 本の長枝から 10"'-'50 本のサシホ材斜ができた。 '57年

はこの短枝をそのまま養成しさし木は '58 年春(3 月 4 日〉に行なった。サシホ (Plate 1 の A)の切口は安

全カミゾリの刃(両刃のもの)で水平方向に切った。切口は水でしめらせ，すぐに IBA (インドール酪酸)
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を含むタルク粉をつけるホルモン処理を行なった。ホルモ νの濃度は IBA 10 mg に対してタルク粉 19 を

手L鉢で、すって混合したものである。対照とじては切口にタルク粉のみをつけたものを作った。さし床は植

木鉢に京都大学演習林上賀茂試験地産の凝灰質赤色土壌(燈〉を入れた区と鹿沼土を入れた区との 2 つに

区分した。この鉢をガラス室に入れ雨天以外は毎日 1 困じよろで濯水した。日覆はせず，透明ガラスを通

過した日光が良くあたる場所を選んで鉢を置いた。

実験結果

発根調査は 8 月 4 日，実験調始後 5 カ月目に行なった。調査結果は Table 1 に示したように，各区 13

本中イ ν ドーノレ略酸タルク処理の赤色土壌区が非常によく発根率 54 %を示したが，その他はほとんど発

根に至らず，ただインドール醗酸タルク処理の鹿沼土区で 13 本中 1 本の発根をみている。

掘り取ったザシホ (Plate 1 の B， C) は調査の後， 関東ロームの黒色表層土を集めた鉢に移植したっ

発根したザシホは全部活着し成長良好で戸外において越冬し 1959 年現在に至っている。なおこのさし木

法によるサシホの満 1 年半後の成長の状態は Plate 1 の Dに示すようにE常である。 Plate 1 の Dは 1957

年度に行なった予備試験の時に活着したサシホでさし木後 1 年半経過したところで撮影したものであるc

Table 1. IBA タルク処理による 12 年生クロマ Yの短枝の発根率

Rooting of PI・e-déveloped lea,f-bundles of 12・year-old Pinus Thunbergii 

PO床tting土medi区um l | 
処 理 法 さし b木e 本数 発 R恨oot本ed 数 発根率 9ó

Number of Percentage 
Treatment 

leaf-bundles leaf-bundles of rooting 

臥タルク処理| 13 7 54 
赤色土壌区|山恥Omg/g

Red soil 対照|
13 。 。

Talc control 

肌タルク処理| 13 B 
鹿沼土区内山 10旬/g

K… soil 対照| 13 。 。

Talc control 

Table 2. IBA タルク処理赤色土壌区において発恨したサシホの調査

Root formation of rooted leaf-bundles among thirteen leafbundles treated with 
IBA and planted in red soil 

サ

個体番号IÑ一um次be根の数 I 一u間t の長さ IN 需給tpe al l | 参 照No-: jNunﾍber of r�ﾌ:sl Leiﾎgth'of r~ots 1 rmmoe;o~:s 

ホ 13 1 i (本) I (cm) I (本〉
発根 NO.l 5 12, 10, 10, 5, 3 152 See Plate 1 B 

No.2 4 5, 5, 4, 3 38 
7 本

No.3 2 12, 11 50 

No.4 19 52 

NO.5 1 25 36 See Plate 1 C 

No.6 l 14 24 

No.7 I 9 24 

体

本
個

Table2 は IBA タルク処理赤色土壌区において得られた成績の詳細で発根した個体についてのみ記載し
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た。ザシホの切口付近から発根した不定根 (一次根〕は 1-5 本で Plate 1 の B， C に示すとおりであ

る。その長さはまちまちであるが成長は一般に良好であるつこれらの不信根にはそれぞれ二次根(枝根)

が発達しており Plate 1 の B， C で見られるように長さは短いが数は非常に多い。

考察

イ) 1 本の親木から多量のサシホを養成する場合にはエダザシよりもハタメザシの方が目的に沿うこと

ははっきりしているが，ハタパザシでは発根現象だけで終ることが多く，成体が得られないという根本的

な欠点があった。この欠点をのぞくためには，発根したハタバに対する日長処理法制畑町なども有望な方

法として考えられるが，そのほかにさしつける前に親木の頂芽を摘むことによってハタバの潜伏芽を目ざ

めさせる方法も考えられる。その前例をあげると戸田はかつてめざめさせたハタバをさし木したが，その

時は発根が起らなかったので実験は失敗に終ったという(未発表〉。 筆者らがこの考えのもとは研究を手

がけたころ，カナダにおいてもやはり H. J. JECKALEJS が筆者らと同様な構想を発表している。最近京都

大学では広野らも同じ方法でアカマツのハタバザシを実行している。筆者らの研究からいえば前処理すな

わち摘芯の実行は春および初夏の 2 固にわたって実施し，翌年の 3-4 月ごろにさし木することがもっと

も良い結果を得るようである。

ロ〉さし床に使用された京都犬学上賀茂試験地内の赤色土壌引はその物理的性質も化学成分もはっきり

してはいないが，有機成分の少ないことはみとめられる。この土壌がさし床に使用して優秀な成績を示す

理由については将来に残された研究課題となろう。

ハ〕ホルモ ν としてはインドール酪酸を使ったわけであるが，イシドール酢酸やナフタレン酢酸との比

較も必要かと恩われる。タルク粉処理法りは日本ではあまり使用されないが処理法としては水溶液浸漬法

よりも容易な点もあるので比較検討してみたし、と思う。

ニ〉発根したザシホについては Table 2 で示したとおりであるが，根長が思いのほか長く枝根数も非

常に多い。欠点としては根が折れやすいので掘取りは注意して行なわなければならなレ。有機成分の多い

黒色土に移植した場合非常に成長が良くなり立派な成体となるのでハタバザシでは苗木がとれないとい

う欠点制は解消した。

ホ)このハタパザシ法を使用すれば，小さい親木からも沢山のサシホが採集できるので，交雑育種によ

って作り出した優秀な一代雑種を簡単に無性繁殖させることができるし，将来は 30 年生以上の親木のさ

し木法を研究し精英樹そのものの無性繁殖をも可能にさせることが望ましい。

おわりにのぞみ赤色土壌採取のためいろいろとお世話いただいた京都大学演習林伊佐義朗氏および林業

試験場京都支場長ならびに森下義郎技官に厚く感謝の意を表する次第である。

摘要

1) 1958 年 3 月 4 日 12 年生クロマヲから採取した短枝(ハタパ〉を材務としてハタパザシを行なった。

2) この親木は 1957 年春と初夏の候との 2 固にわたって頂芽をせん定することにより 1956 年生の短

枝上の潜伏芽を啓発させたもので，この 1956 年生短校でノ、タパザシを行なった。

3) さし床として京都上賀茂産の赤色土壌を使った試験区が鹿沼土区と比較して良好な成績をおさめ

。た
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4) ホルモシ処理としてはイシドール酪酸のタルク粉混合物を使用したが無処理区の発根なしという成

績にくらべて発根率 54 %という良い結果を得た。

5) 発根した短枝のl芽はひき続き成長しサシホはりっぱな成体(苗木〉となった。
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The Veg'etative Propagation of Cutting's of Pinus Species 

1. Vegetative propag'ation of Japanese black pine using' leaf-bundles 

Hirotaka ISIKAWA and Masao KUSAKA 

(R駸um�) 

The present paper deals with bud elongation and root. formation using leaf-bundle 

cuttings of Japanese black pine (Pinus Thunbergii PARLATORE). It is a most useful line 

of investigation for multiplication of Pinus species to increase the number of seedlings 

from the elite tree by the method of cuttings. This procedure can be made to yield 

definitely satisfactory results by using pre-developed leaf-bundles of pine. 

Hitherto such promising multiplication methods using leaf-bundle cuttings have been 

studied by several workers由日"8). The rooted leaf-bundles prepared by these workers are 

transplanted to 任.ower pots or nursery beds for further observation. But unfortunately, 

rooted leaf-bundles do not develop their latent buds easi1y, consequent1y' they are unable 
to produce entire plants (young seedlings) from their leaf-bundle cuttings at a high ratio. 

In general, only by rare chance do latent buds of rooted leaf-bundles grow up themselves 
in natural conditions_ 

It fdllows, therefore, that it is necessary to invent a new method for bud formation. 

Our pre・developed leaf-bundles made by trimming new growth leaders are used for cuttings 

material. and these rooted leaf-bundles have become new entire plants. Throughout these 

experiments plant hormone indole-butylic acid is used. 

1) Materials and methods 

In April and August of 1957 new growth leaders of a 12・year-old semi-mature tree 

were cut at the bottom with sh回rs for trimming operation. By this method latent buds 

on short shoots of leaf-bundles born in 1956 were developed. These pre-developed leafｭ

bundles were kept on this mother tree for about a half-year after bud formation, and in 

the following year (1958) the experiments were commenced on 4th March. At first, each 
pre-developed leaf-bundle was separated from the branches and cut with a razor at the 

bottom of the short shoot (Plate l.A). The cut surface was treated with IBA in talc 

powder; 10 mg/g. Only the talc powder was used for the control in this experiment. The 

cuttings were put in the shadeless greenhouse and watered with tap water once a day. 

Red soi1 (tu任 origin) collected at Kamigamo Experimental Site of Kyoto University Forests 

was compared with Kanuma soi1 (a weathered pumice) as a potting medium. 

2) Experimental results 

After five months of treatment the occurrence of roots was recorded on 4th August. 

The results are given in Plate 1.B and C and Table 1. Data on the number of roots formed 

are included in Table 2. 

The leaιbundles responded considerably to treatment with IBA in talc powder compared 

with control. The talc controls showed no rooting response. As for potting media, red 

soi1 produced better rooting results than Kanuma soil. In a word, the treatments with 

IBA on red soi1 bed induced the best rooting result. When rooted cuttings were removed 

from the bed to the nursery made from surface soi1 of Kant� loam, the initial roots deｭ

velop巴d into long, heavy main roots and the cuttings grew to good upright trees (Plate 1.D). 
Therefore, the pre-developed leaf-bundles prepared from a 12-year-old t工四 of black pine 

may be considered to have practical use in the field. 
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12 年生クロマヅの啓発された短校をつかったさし木の発根と成長の状況

A) 使mされたサシホ B) 5 カ月後の発恨状出 c) 同 左

D) 黒色土に移獄後 1 年の成長状況

Rooting and growth type of pre-developed leaf-bundles from 12・year-old black pine 

A) The pre-developed leaf-bundle for cutting material B) A rooted leaf-bundle has 

自ve roots C) A rooted leaf-bundle has one root D) A rooted leaf-bundle with two 

initial roots, one year after transplanted from the cutting bed. It shows two long main 

roots and numerous lateral roots. 


